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も の や、 保 育 者 の 子 ど も へ の 対 応（ 高 濱 , 



























































































2016 年 1 月、筆者らが所属する保育者養成
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97 名（85.84%），2 年生 117 名（95.90%）であっ
た。また、「汎用的な力」尺度の有効回答は、1

















































































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ．造形表現力
創ることが好き .958 .011 -.062 -.009 -.068 .846
描くことが好き .859 -.049 -.017 -.114 .063 .653
自分の感じたこと（思考や気持ちなど）を造形を通して自由に表現できる .749 -.136 .201 .059 -.100 .595
創造することを楽しむことができる .709 .115 -.093 .029 .143 .664
Ⅱ．子どもへの共鳴と受容
子どもの思いに共鳴することができる .046 .854 .022 -.061 -.025 .709
子どもの個性を受け入れることができる -.079 .754 -.007 .094 -.068 .574
子どもの表現を尊重する気持ちをもっている -.035 .745 -.014 .050 .086 .621
子どもの幸せを最善に考えている -.034 .727 .113 -.109 .012 .502
子どもと遊びの世界を共有することができる .333 .360 -.022 .183 -.029 .500
Ⅲ．保育の基礎知識・技術と実践力
教育・保育・支援の基礎技能が身についている .051 .056 .772 .032 -.049 .681
自分で保育計画を立てることができる -.008 -.018 .758 -.127 -.012 .459
教育・保育・支援の基礎知識を理解している -.059 .073 .689 .029 .057 .560
保育に必要なものを適切な数量用意することができる .024 .068 .460 .060 -.010 .295
Ⅳ．特別支援と児童家庭福祉
様々な家庭環境について想像することができる -.017 -.024 -.083 .894 .003 .683
特別な配慮が必要な子どもについて理解している -.048 .006 .016 .880 -.046 .733
様々な家庭環境をもつ子どもに対応できる .034 .052 .069 .570 .066 .481
Ⅴ．音楽表現力
奏でることが好き .002 .039 -.078 -.044 1.025 .999
自分の感じたこと（思考や気持ちなど）を音楽を通して自由に表現できる .015 -.132 .315 .122 .495 .475
因子間相関                                                                                     Ⅰ .486 .337 .476 .338
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ．他者への思いやり
他者を思いやる気持ちがある 1.030 -.008 .002 .015 -.247 .793
人の気持ちを考えることができる .778 -.083 -.033 -.021 .169 .669
相手を思いやることが好き .671 .056 -.066 .123 .109 .667
他者を敬う気持ちをもっている .650 -.089 .124 .053 .079 .600
目の前にいる人をありのまま受け入れることができる .638 .110 .057 -.031 .025 .550
Ⅱ．日本語表現力
適切な文章表現力がある .015 .927 -.059 -.018 -.026 .760
正確な内容を言葉や書面で伝えることができる .053 .805 -.096 .026 .051 .686
豊かな語彙力がある -.072 .671 .168 -.036 -.012 .513
正しい漢字を用いることができる -.032 .561 -.033 .286 -.048 .462
適切な言葉遣いが身に付いている -.057 .488 .116 .036 .168 .481
Ⅲ．豊かな感性と創造性
豊かな感性をもっている -.061 -.151 .913 .223 -.162 .662
豊かな表現方法をもっている .080 .256 .755 -.145 -.118 .674
新しいアイデアを考えることができる .008 .073 .544 -.071 .169 .478
何事にも疑問をもつことができる .125 .054 .531 -.050 .121 .520
新しい楽しさを探す力をもっている .083 -.089 .388 .024 .320 .454
Ⅳ．社会性と協働性
他者と積極的にかかわることができる .065 .039 .039 .853 -.128 .723
人のことが好き .092 .102 -.031 .656 .036 .611
集団の中で自分から進んで協力することができる -.087 -.022 .085 .578 .331 .681
Ⅴ．問題解決の思考
問題の原因を考えることができる .054 .031 -.084 -.028 .848 .687
物事を客観的にとらえることができる -.085 .108 -.012 .040 .718 .586
多面的に物事を見ることができる .204 .152 .082 -.039 .481 .622
問題に気づくことができる -.032 .126 .180 .090 .460 .551
因子間相関                                                                                     Ⅰ .527 .636 .553 .660
Ⅱ .610 .546 .731
Ⅲ .548 .730
Ⅳ .663



























養成課程と 1・2 年目は 3・4 年目や 5 年目より
も平均値が低いことが分かった。また、「特別
支援と児童家庭福祉」においては、1・2 年目は、

















計 的 に 有 意 な 差 が み ら れ た（ 表 4―2）。
Bonferroni 法による多重比較の結果、「日本語






















































日本語表現力 問題解決の思考 感性と創造性 社会性と協働性 他者への思いやり
保育を営む力
保育の基礎知識・技術と実践力 .57*** .75*** .55*** .57*** .55***
子どもへの共鳴と受容 .30** .56*** .47*** .57*** .60***
特別支援と児童家庭福祉 .48*** .66*** .47*** .53*** .46***
造形表現力 .34*** .29** .44*** .24* .27**














2.62 2.85 3.42 3.51 
23.76*** 養成課程，1・2 年目＜　3・4 年目，5 年目（.73） （.42） （.57） （.40）
共鳴と受容
3.96 3.76 4.13 4.02 
n.s.
（.79） （.63） （.58） （.51）
特別支援
3.36 2.92 3.48 3.51 
25.64** 1・2 年目　＜　養成課程1・2 年目　＜　3・4 年目，5 年目（.89） （.56） （.50） （.68）
音楽表現
3.10 2.71 3.35 3.18 
23.71* 1・2 年目　＜　3・4 年目
（1.08） （.66） （.86） （.68）
造形表現
3.16 3.06 3.49 3.55 
n.s.














2.65 2.65 3.11 3.22 
36.69*** 養成課程，1・2 年目＜　3・4 年目，5 年目（.80） （.62） （.72） （.69）
問題解決
3.16 2.98 3.38 3.49 
23.16* 1・2 年目　＜　3・4 年目，5 年目
（.83） （.60） （.58） （.41）
感性と創造性
3.53 3.25 3.58 3.65 
n.s.
（.92） （.61） （.49） （.50）
社会性と協働性
3.12 3.34 3.64 3.61 
5.40* 養成課程　＜　3・4 年目
（.97） （.77） （.60） （.65）
思いやり
3.66 3.54 3.88 3.79 
n.s.
（.86） （.59） （.55） （.44）
*p<.05, **p<.01, ***p<.001，表中（）内は標準偏差
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